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要旨： 

最近、ＣｈａｔＧＰＴは世界中の様々な業界で急速に話題になっている。ＣｈａｔＧＰＴが知

的財産権業界にどのような影響を与えるかが注目されている。本稿では、ＣｈａｔＧＰＴを含む

ＡＩ技術がもたらす課題、ＣｈａｔＧＰＴに期待される用途、および潜在的なリスクについて解

説する。なお、ＣｈａｔＧＰＴの利用には著作権の問題も関係している可能性があるが、本稿は

そのような問題に触れず、特許権に焦点を当てる。 

 

１，ＣｈａｔＧＰＴとは？ 

ＣｈａｔＧＰＴは、ＯｐｅｎＡＩiによって開発された人工知能（ＡＩ）チャッ

トボットで、２０２２年１１月３０日に公開されました。その詳細で明確な応答

ですぐに有名になり、２０２３年１月にはユーザー数が１億人を突破しました。 

我々は、興味本位で、ＣｈａｔＧＰＴに同一の質問をしたところ、ＣｈａｔＧ

ＰＴは次のように答えました。 

「私がＣｈａｔＧＰＴであり、ＯｐｅｎＡＩによって開発された言語

モデルです。私は、ユーザーが入力した自然言語を理解し、応答できる

ように、膨大なテキストデータのコーパスを使ってトレーニングされて

います。私の目的は、幅広いトピックに関する質問、コメント、問い合

わせに対して人間のような応答を生成できるように、ユーザーを支援す

ることです。私は、ユーザーに役に立ち、有益な応答を提供できるよう、

常に学習と改善を努めています。」 

つまり、ＣｈａｔＧＰＴは、ユーザーの入力に対して人間のような回答を自動

的に生成するＡＩチャットツールです。 
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２，米国におけるＡＩの動向 

ＣｈａｔＧＰＴという特定のプラットフォームについて説明する前に、米国

特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）がＡＩ関連の発明を通常どのように扱っているかにつ

いて簡単に説明します。 

２０２０年１０月５日にＵＳＰＴＯが発表した調査結果iiによると、米国にお

けるＡＩ特許出願は２００２年から２０１８年にかけて倍以上に増加し、２０

１８年にはＵＳＰＴＯのテクノロジーサブクラスの４２％以上がＡＩを含む特

許を扱っていました。それに対し、１９７６年にＡＩを含む特許を扱ったサブク

ラスはわずか９％でした。つまり、ＡＩは、発明と技術の普及にとってますます

重要になってきているに違いありません。 

ＡＩ関連発明の審査に関して、ＵＳＰＴＯはウェブサイトiiiで「ＡＩ関連発明

は、コンピュータ利用発明のサブセットとみなすことができるため、ＵＳＰＴＯ

のコンピュータ利用発明に関する指針が有用なリソースとなり得る」と発表し

ています。したがって、３５ＵＳＣ§１０１に基づく主題適格性、３５ＵＳＣ§

１１２（ａ）に基づく書面記載要件、実施可能要件およびベストモード要件、３

５ＵＳＣ§１１２（ｂ）に基づく明確性要件、並びに３５ＵＳＣ§１１２（ｆ）

に基づく機能クレーム言語といったコンピュータ利用発明に関してよく議論さ

れる問題は、ＡＩ関連発明についても考慮する必要があります。 

 

３，ＣｈａｔＧＰＴは共同発明者になれるのか？ 

a. ＣｈａｔＧＰＴの発明者について 

まず、ＣｈａｔＧＰＴ自体がこの質問にどのように答えたかを見てみましょ

う。 

「ＡＩ言語モデルとして、ＣｈａｔＧＰＴは現在の米国法では共同発

明者になることはできません。 

米国特許法では、発明者は「発明の主題を発明または発見した個人」と

定義されています。「個人」の定義は厳密には自然人に限定されませんが、

裁判所はこの用語には動物や機械などの人間以外の存在は含まれないと

判示しました。したがって、現在の米国特許法では、ＡＩシステムやその
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他の人間以外の存在を発明者として認めていません。 

しかし、発明プロセスにおけるＡＩと機械学習の使用が増加し続けて

いるため、この問題は現在、法律および知的財産業界内で議論の対象とな

っています。一部の法律専門家や学者は、発明の構想に大きく貢献するＡ

Ｉシステムは発明者として認められ、ある程度の法的保護と認知が与え

られるべきだと主張しています。しかし、現時点では、米国特許商標庁（Ｕ

ＳＰＴＯ）は、ＡＩシステムが発明者として特許出願に記載されることを

許可していません。」 

とても印象的な答えだと思います。 

b. ＭＰＥＰ２１３７．０１および関連判例法 

上記のＣｈａｔＧＰＴの回答のように、連邦巡回控訴裁判所は「曖昧さはな

い：特許法は、発明者が自然人、つまり人間でなければならないことを求めてい

る」ivと示しました（強調追加）。つまり、現在の米国法において、ＣｈａｔＧＰ

Ｔは、発明の創出または開発にいくら貢献したとしても、発明者として認められ

ません。 

一方、興味深いことに、ＵＳＰＴＯは現在、ＡＩと発明者に関するパブリック

コメントを募集しています（連邦登録番号２０２３－０３０６６を参照v）。連邦

官報に示されているように、ＡＩシステムの貢献なしに特許発明が生み出され

得ない場合、特許出願に記載されている自然人が、登録特許の発明者の地位（ｉ

ｎｖｅｎｔｏｒｓｈｉｐ）全体を所有できるかどうかは確かに疑問です。このよ

うな特許は、該発明の真の発明者を列挙していないとして無効とされる可能性

はあるのでしょうか。これは未解決の問題であり、ＵＳＰＴＯがこの問題に関し

て何らかのガイダンスを提供してくれることを期待しています。 

［注］ＵＳＰＴＯによれば、自然人は、ＡＩシステムをツールとして、ＡＩシ

ステムのアーキテクチャの設計、ＡＩシステムに提供する特定のデータの選択、

ＡＩシステムがそのデータを処理するためのアルゴリズムの開発などに使用す

ることにより、該発明の構想に貢献した場合、発明者（または共同発明者）とし

て認定されます。vi 
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４，ＣｈａｔＧＰＴは知財活動にどのように役立ちますか？ 

ＣｈａｔＧＰＴは色んな所で活用できます。以下はその例を示します。 

a. 参照リスト、図面の簡単な説明の作成 

ＣｈａｔＧＰＴの機能を評価するために、次のように短い仮説の明細書を作

成し、ＣｈａｔＧＰＴに参照リストを作成してもらいました。 

ご覧の通り、ＣｈａｔＧＰＴの回答は悪くはないが、完璧ではありませんでし

た。それから、ＣｈａｔＧＰＴと何度かやり取りをして、どのようなリストが欲

しいのかをＣｈａｔＧＰＴに「教えて」みました。やり取り後のＣｈａｔＧＰＴ

の回答は以下の通りです。 
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この回答も完璧ではないかもしれませんが、それで十分だと思います。この時、

ＣｈａｔＧＰＴをきちんと「伝え」、「教える」ことができれば、ＣｈａｔＧＰＴ

はこのような単純な業務を非常に効果的かつ効率的に行えると確信しました。 

ただし、参照のリストを作成するために、ＣｈａｔＧＰＴに新しい発明の詳細

な説明を与えてはなりません。その理由として、公開プラットフォームであるＣ

ｈａｔＧＰＴに入力した情報はすべて公開情報とみなされるため、新規性や機

密性が失われる可能性があるからです。また、その入力情報は、営業秘密法や、

第三者と結んだ機密保持契約などに違反する可能性があります。 

したがって、そのようなリスクを軽減するために、代わりにＣｈａｔＧＰＴに

上記の機能を実現するＷＯＲＤ／ＥＸＣＥＬのＶＢＡコード（即ち、ＷＯＲＤ／

ＥＸＣＥＬマクロ）を作成してもらい、そのマクロをコンピュータに実行させる

ことができます。 

b. 先行詞問題の確認 

また、ＣｈａｔＧＰＴの活用例として、クレームに先行詞問題があるか否かを、

ＣｈａｔＧＰＴに確認してもらうことができます。 

以下は私が仮に作成した例です。 

 

 



 

 6 / 8 

 
新しいＩＰ時代–ＣｈａｔＧＰＴは私たちのＩＰライフをどう変えるのか 

繰り返しますが、実際に使用するには、上記のレビューをマクロとして実行す

るためのＶＢＡコードをＣｈａｔＧＰＴに書いてもらう方が良いでしょう。 

c. 特定用語の定義の調べ 

ＣｈａｔＧＰＴは、オンライン検索エンジンのように、特定用語に関する情報

を提供することができます。ＣｈａｔＧＰＴは、質問に対して直接の回答を提供

するため、その機能が複数の可能な回答を列挙するオンライン検索エンジンよ

り便利または使いやすいかもしれません。 

しかし、ＯｐｅｎＡＩ自身が認めているように、ＣｈａｔＧＰＴは誤った答え

を返す可能性があるため、注意が必要ですvii。また、ＣｈａｔＧＰＴは回答元を

明示していないため、ＣｈａｔＧＰＴによって生成された回答の真偽を確認す

ることが重要です。 

d. 適用法の検索 

ＣｈａｔＧＰＴは、特定の主題に関連する法律や判例を検索するのに役立つ

ため、起訴や訴訟の際に自分の立場を裏付ける判例を探すのに最適なツールと

なりうるでしょう。 

一方、ＣｈａｔＧＰＴのトップページには、その知識が２０２１年までの出来

事に限定されていると記載されています。したがって、ＣｈａｔＧＰＴは２０２

１年以降に起こった判例について十分な知識を持っていない可能性があります。 



 

 7 / 8 

 
新しいＩＰ時代–ＣｈａｔＧＰＴは私たちのＩＰライフをどう変えるのか 

e. イノベーション活動の支援 

ＣｈａｔＧＰＴ（および他のＡＩ技術）は既に公開されているデータベースか

ら学習するように設計されているため、現時点ではＣｈａｔＧＰＴが斬新で独

創的なアイデアを提供できるかどうかはまだ疑問です。新しいコンセプトやア

イデアを生み出すことは、現在のＡＩ技術の強みではないが、ＣｈａｔＧＰＴは

発明にさらなるヒントを与えるのに役立つかもしれません。 

ただし、上述したように、ＣｈａｔＧＰＴに質問を入力するときは注意が必要

です。発明に関する機密情報をＣｈａｔＧＰＴに入力していないことを確認し

なければなりません。 

f. 文書の翻訳 

他のＡＩツールと同様に、ＣｈａｔＧＰＴに文章を任意の言語に翻訳しても

らうことができます。 

 

５，結論 

ＣｈａｔＧＰＴの使い方は色々があり、ＣｈａｔＧＰＴを適切にトレーニン

グすれば、私たちの作業の一部はＣｈａｔＧＰＴによってより効果的かつ効率

的に行えるようになります。しかし、人間と同様、ＣｈａｔＧＰＴも完璧ではあ

りません。ＯｐｅｎＡＩ自身が認めているように、ＣｈａｔＧＰＴは間違った回

答を返すことがよくあります。そのため、ＣｈａｔＧＰＴによって行われた作業

を見直したり、専門家にアドバイスを求めたりすることをお勧めします。 
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